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3.施肥量および載櫨密度の巽なる条件下におけるゲッ十ウの生育特性
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ゲットウ(位E並Ia盟笠並笠"Ki.:s~bUllf ' )はカポ1南端の佐多聞が場沖縄よ台湾、中国南部、ィシド、

マレーシア毒事に分布する多年生め常緑草本である。茎は密に東生し、高さま-3ml~遣する。難は長

楕円形で長さ 40.......70.Cln、!幅5-....9cm'になるe方言名はサンニンと呼ばれん 1芳香港省し、沖縄で

は昔から葉を鬼餅‘(Aーチι}の包装用やサ長珍キピ収種時の結束に利用‘されセきた。

最近、その茎か込1艮賓の和紙を作る技術が開発され、また、葉から抽出される精油成分11虫に対す

る忌避効果があ秒、金業化が函母れiC持つある。

し:かL、ずt;;{Fりはこれま哲哉培植物ではなかったために、栽培に関する研究は全くなされていな

い。 lそこで、本研究では、施肥量連主主ぴ栽植密度の異なる条件下でゲ・y トウを栽培)じで、栽培植物と

ιての特性および土地生産世に勺いて検討した。現在までに得られだ結果 ，(生育途中Yは次の遇りで

。ある。

1.肥料反応試験の結果、茎および藁の収量ほ少肥区より多肥区で高ぐなったが、l 乾物率は逆に少

畑区カ鳴ぐなる傾向を示じだ。

2.栽植密度試験の結果では、初期生育が遅いため栽植密度の違いによる生育、収量の差は植付後

214 8自の調査でほ見られなかった。

3.擁え付ニけ後3年株のさ佐脊、収量調査の結果、車高 187.4c閥、茎長 167.3鋼、茎径1.59c 

、茎数 24.3本/株の値が得られた。収量は生重で茎 7.352kg / 10 a、葉 2.033kg / .10 

aの高い値が得らオ1、乾物置も茎で t027 kgメlOa、棄で 503kg I 10 aの値を示した。
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